
令和5年度福島県生活環境部自然保護課　イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）

目的と方法、回収結果
【調査目的】

【調査方法と対象】

【回収結果】

【留意事項】

※グラフ等に掲載している割合は小数点以下第1位を四捨五入しているため、合計しても必ずしも100とはなりません。

　配布部数3,925件の内、2,550件を回収した。（回収率65.0％）
　回収したアンケート数2,550件のうち、回答点緯度経度が判明した2,504件（浜通り 637件、
中通り 1,268件、会津 599件）について、全ての質問項目について図示した（下図）。

　本調査は集落の代表者等を対象にアンケートを実施したことから、詳細については精査が必
要である。

集落アンケート集計結果の概要

　地区や集落単位での生息状況及び被害状況を取りまとめ、集落における効果的な対策の実施
に資することを目的とする。

　調査は県内59市町村のうち協力の得られた47市町村を対象に実施した。
　原則として調査対象は農林業センサス及び行政区をもとに決定し、送付先については市町村
と協議の上決定した。1集落1枚アンケート用紙を配布し（配布部数3,925件）、回収、入力、
分析を行った。

回答位置分布図

調査した市町村（47/59市町村） 調査不実施の市町村 
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令和5年度福島県生活環境部自然保護課　イノシシ等生息状況調査（集落アンケート）

アンケート調査票
【 表 面 】

【 裏 面 】
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集落の状況

グラフ

集落で行っている行事

集落での寄合での参加率

寄合の参加率は、県内全域で8割以上が多く、次いで6～7割と高い傾向にある。

集落で行っている活動については、多いものから「道路の草刈り」、「集会所やお宮の

草刈、掃除」、「水路の掃除」が半数以上の集落で行われているのに対して、「多面的機

能支払交付金事業」、「中山間地域等直接支払交付」の交付金を利用している集落が2割前

後、「耕作放棄地対策」や「集落営農」が1割前後であり、概ね令和2年度と同様の傾向で

あった。
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地域ぐるみでの獣害対策の実施希望（ヤブの刈り払いや防護柵設置など）

地域ぐるみでの捕獲対策の実施希望（見回りや埋設補助など）

あった。

「地域ぐるみで対策」、または「個人で対策」、「地域ぐるみで対策」の両方を回答し

た集落で、地域ぐるみでの捕獲対策を「積極的にしたい」、または「可能であればした

い」と回答している集落が県内全域に見られる。

「個人で対策」、または「個人で対策」、「地域ぐるみで対策」の両方を回答した集落

で、地域ぐるみでの獣害対策を「積極的にしたい」、または「可能であればしたい」と回

答している集落が県内全域に見られる。
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狩猟免許の保有状況 主な年代

い」と回答している集落が県内全域に見られる。

狩猟免許保有者のいる集落は全体の27%であり、全体の7割以上の集落で狩猟免許保有者

がいない状況である。

狩猟免許を保有する年代は、70代が最も多く、次いで60代、50代と、年代が若いほど少

ない傾向にあり、狩猟免許保有者の高齢化が見られる。

狩猟免許保有者の主な年代

狩猟免許保有者の主な年代は、県内全域で60代、70代が目立つ。
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獣種別の被害状況

　

鳥獣がいる集落での獣種別の被害発生件数は、イノシシが最も多く、次いでハクビシン

であった。最も被害件数が少なかったのはニホンジカであった。

被害の程度については、イノシシとニホンザルでは「30％以上」及び「30％未満」の被

害件数が多く、深刻な被害が出ていると見られる。

全ての獣種において、半数以上の集落が何らかの被害が出ている結果となった。

被害発生件数が多い獣種はイノシシとハクビシンの2種で、共に全被害件数に対し30%以

上の被害件数であった。

最も少なかった獣種はニホンジカで、その他の獣種は1割前後であった。

被害があった獣種の割合（県全体）
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浜通りにおける獣種別の被害発生件数は、イノシシが最も多く、次いでハクビシンで

あった。ツキノワグマの被害件数は0件であった。

件数の少ないニホンジカ、ツキノワグマを除けば、半数以上の集落で何らかの被害が出

ている結果となった。

また、イノシシ、ニホンザルにおいては「30%以上」の被害件数が多く、大きな被害が出

ている。

被害があった獣種の割合（浜通り）

被害発生件数が多い獣種はイノシシで、全被害件数に対し41%、次いで被害が多かったの

はハクビシンで35%であった。ニホンザル、アライグマは共に78件で12%にとどまった。

ニホンジカよる被害は少なく10件、ツキノワグマによる被害は0件であった。
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中通りにおける獣種別の被害発生件数は、イノシシが最も多く、次いでハクビシンで

あった。被害の程度を見ると、イノシシ、ハクビシンにより大きな被害が出ている結果と

なった。

中通りでは、全ての獣種において、半数以上の集落が何らかの被害が出ていると回答し

た。

被害があった獣種の割合（中通り）

被害発生件数が多い獣種はイノシシで、全被害件数に対し40%、次いで被害が多かったの

はハクビシンで36%であった。

ニホンザル、アライグマは共に8%ではあるが、被害件数は100件を超えている。

また、被害件数の最も少ないツキノワグマでも、51件の被害が出ている。
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会津における獣種別の被害発生件数は、イノシシが最も多く、次いでツキノワグマと続

いた。会津地方は、3方部の中でも、複数の獣種により甚大な被害が出ているのが分かる。

特に、ニホンジカ、ニホンザル、ツキノワグマによる被害は3方部の中で最も多く、注意

が必要である。

被害があった獣種の割合（会津）

被害発生件数が多い獣種はイノシシで、全被害件数に対し27%、次いで被害が多かったの

はツキノワグマの22%で被害件数が255件出ており注意が必要である。

また、ニホンザル、ニホンジカ、ハクビシンによる被害も多く出ている。
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イノシシの被害状況

　イノシシは、市街地を除く県内のほぼ全域で繁殖定着が確認された。

　イノシシの目撃頻度は、県内全域で季節的な出没が多く見られる。

イノシシの目撃頻度

イノシシの生息状況
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　イノシシが定着している集落では、約8割の集落がイノシシ被害への対策を行ってい
るが、農林被害および生活被害が出ていても対策を行っていない集落も見られる。

イノシシの被害・対策状況

　イノシシによる被害の程度は、県内全域で「軽微」との回答が多く見られるが、
会津の北部および中通り北部では、「軽微」より大きな被害があるとの回答が目立つ。

イノシシの被害対策の実施

イノシシの被害の程度
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　イノシシの生息状況は、ほぼ全域で増加もしくは変わらない傾向にある。中通り、
浜通りは減少している集落も見られるが、会津は増加が目立つ。

イノシシの生息状況の増減

昨年度比

5年前比
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　イノシシによる農林業被害は、昨年度比、5年前比とも県内全域で「増加」および
「変わらない」が多く見られる。

イノシシの農林業被害の増減

昨年度比

5年前比
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　イノシシによる生活被害は、昨年度比、5年前比とも県内全域で「増加」および
「変わらない」が多く見られる。

イノシシの生活被害の増減

昨年度比

5年前比
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　イノシシによる生活被害は,被害があると回答した1,769件のうち「地面の掘り返し」
と回答した集落が1,252件であった。

イノシシの生活被害の内容
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　ニホンジカの生息状況は、会津地方から中通りにかけて繁殖定着地域が分布してい
る。また、浜通りの北部にも繁殖定着地域が見られる。「子連れ」や「角なし」の回答
が多い地域では、今後、個体数が増加していく可能性があるため、注意が必要である。

ニホンジカの被害状況

　ニホンジカの目撃頻度は、県内全域で季節的な出没が多く見られる。

ニホンジカの目撃頻度

ニホンジカの生息状況
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　ニホンジカによる被害の程度は、県内全域で「軽微」との回答が多く見られるが、
会津地方では、「30％未満」および「30%以上」との回答が目立つ。

　ニホンジカが定着している集落で、被害対策について回答のあった366件のうち、
対策を行っていない集落は226件（62%）あった。

ニホンジカの被害・対策状況

ニホンジカの被害の程度

ニホンジカの被害対策の実施
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　ニホンジカの生息状況は、会津地方および県南地域にかけて「増えた」との回答が多
くみられるほか、ほぼ全域で変わらない傾向にある。

ニホンジカの生息状況の増減

昨年度比

5年前比
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　ニホンジカの農林業被害は、会津地方および県南地域にかけて「増えた」との回答が
多くみられるほか、全域で「変わらない」との回答となった。

ニホンジカの農林業被害の増減

昨年度比

5年前比
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　ニホンジカによる生活被害は、昨年度比、5年前比とも県内全域で「増加」および
「変わらない」が多く見られる。

ニホンジカの生活被害の増減

5年前比

昨年度比
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　ニホンジカによる生活被害は、被害があると回答した215件のうち「樹皮はぎ」が
107件と最も多く、次いで「住宅集合地域での出没」が68件であった。

ニホンジカの生活被害の内容
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　ニホンザルの生息状況は、県北地域、会津地方、相双地域に子連れの群れが多く分布
しており、県南地方やいわき市では「1頭～数頭」の回答が多く、広域に点在してい
た。

　ニホンザルの目撃頻度は、県内全域で季節的な出没が多く見られる。

ニホンザルの被害状況

ニホンザルの目撃頻度

ニホンザルの生息状況
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ニホンザルの被害・対策状況

　ニホンザルによる被害の程度は、「子連れ」が確認されている地域では、
「30%以上」や「30%未満」との回答と「軽微」との回答が混在していた。

　ニホンザルが定着している集落で、被害対策について回答のあった494件のうち、対
策を行っていない集落は186件（38%）あった。

ニホンザルの被害の程度

ニホンザルの被害対策の実施
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ニホンザルの生息状況の増減

　ニホンザルの生息状況は、県北地域、県南地域、相双地域、会津地方で増加もしくは
変わらない傾向にある。5年前と昨年度を比べ、南会津地域では「変わらない」との回
答が多くなっている。

昨年度比

5年前比
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　ニホンザルの農林業被害は、「子連れ」が確認されている地域では、「増えた」や
「変わらない」との回答が多く、その他の地域では、「変わらない」との回答が多く見
られた。
　「子連れ」が確認されている地域は、被害が増加傾向にあることから、特に注意が必
要である。

ニホンザルの農林業被害の増減

昨年度比

5年前比
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ニホンザルの生活被害の増減

　ニホンザルによる生活被害は、「子連れ」が確認されている地域では、「増えた」や
「変わらない」との回答が多く、その他の地域では、「変わらない」との回答が多く見
られた。
　「子連れ」が確認されている地域は、被害が増加傾向にあることから、特に注意が必
要である。

昨年度比

5年前比
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　ニホンザルによる主な被害は、被害があると回答した627件のうち野菜が296件と最も
多く、次いで果樹が242件であった。

ニホンザルの生活被害の内容
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　ツキノワグマは、主に会津地方から中通り西部にかけて分布している。また、浜通り
では「いない」との回答が大半であったが、相馬市や南相馬市、いわき市などでは目撃
されている。

　ツキノワグマの目撃頻度は、会津地方から中通り西部にかけて季節的な出没が多く見
られる。

ツキノワグマの被害状況

ツキノワグマの目撃頻度

ツキノワグマの生息状況
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　ツキノワグマが定着している集落で、被害対策について回答のあった449件のうち、
対策を行っていない集落は155件（35%）あった。

　ツキノワグマによる被害の程度は、県内全域で「軽微」との回答が多く見られるが、
会津地方では、「30％未満」および「30%以上」との回答が目立つ。

ツキノワグマの被害・対策状況

ツキノワグマの被害の程度

ツキノワグマの被害対策の実施

29



　ツキノワグマの生息状況は、ツキノワグマが分布している地域のほとんどで、増加も
しくは変わらない傾向にある。特に会津地方と県北地域、県南地域に「増えた」との回
答が多い。

ツキノワグマの生息状況の増減

昨年度比

5年前比
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ツキノワグマの農林業被害の増減

　ツキノワグマの農林業被害は、会津地方および県北地域にかけて「増えた」との回答
が多くみられるほか、全域で「変わらない」との回答となった。

昨年度比

5年前比
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ツキノワグマの生活被害の増減

　ツキノワグマの生活被害は、会津地方および県北地域にかけて「増えた」との回答が
多くみられるほか、全域で「変わらない」との回答となった。

5年前比

昨年度比
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　ツキノワグマによる主な被害は、被害があると回答した247件のうち、
「住宅集合地域での出没」が185件（75%）と被害の中で最も多かった。

ツキノワグマの生活被害の内容
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アライグマの被害状況

　アライグマは、県内のほぼ全域に分布している。
　県北地域、県南地域および浜通りでは、「群れ、子連れ」の回答が多く見られた。

　アライグマの目撃頻度は、県内全域で季節的な出没が多く見られる。

アライグマの目撃頻度

アライグマの生息状況
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　アライグマが定着している集落で、被害対策について回答のあった393件のうち、対
策を行っていない集落は242件（62%）あった。

アライグマの被害・対策状況

　農林業被害のある245件のうち、「軽微」が210件（86%）を占める。
　「30%以上」の集落は7件（3%）あった。

アライグマの被害の程度

アライグマの被害対策の実施
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　アライグマの生息状況は、アライグマが分布している地域のほとんで、増加もしくは
変わらない傾向にある。特に県北地域と県南地域、浜通りに「増えた」との回答が多
い。
　また、5年前と昨年度を比べ、県北地域、県南地域、いわき市では「変わらない」と
の回答が多くなっている。

アライグマの生息状況の増減

昨年度比

5年前比
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　アライグマの農林業被害は、中通りおよび浜通りにかけて「増えた」との回答が多く
みられるほか、全域で「変わらない」との回答となった。

アライグマの農林業被害の増減

昨年度比

5年前比
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　アライグマの生活被害は、中通りおよび浜通りにかけて「増えた」との回答が多くみ
られるほか、全域で「変わらない」との回答となった。
　昨年度と5年前を比べると、二本松市で「増えた」との回答が多くみられるほか、中
通りでは「変わらない」との回答が増加している。

アライグマの生活被害の増減

5年前比

昨年度比
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　アライグマによる主な被害は、被害があると回答した254件のうち、
「住宅集合地域での出没」が127件と最も多く、次いで「家屋等への侵入」が99件で
あった。

アライグマの生活被害の内容
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ハクビシンの被害状況

　ハクビシンは、県内のほぼ全域に分布している。
　南会津地域は「1頭の出没」との回答が比較的多いが、その他の地域は
「1頭の出没」、「群れ、子連れ」との回答が多くみられる。

　ハクビシンの目撃頻度は、県内全域で季節的な出没が多く見られる。

ハクビシンの目撃頻度

ハクビシンの生息状況
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　農林業被害のある1,041件のうち、「軽微」が820件（79%）を占める。
「30%以上」との回答があった集落は46件（4%）であった。

ハクビシンの被害・対策状況

　ハクビシンが定着している集落で、被害対策について回答のあった1,136件のうち、
対策を行っていない集落は985件（87%）あった。

ハクビシンの被害の程度

ハクビシンの被害対策の実施
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ハクビシンの生息状況の増減

　ハクビシンの生息状況は、ハクビシンが分布している地域のほとんで、増加もしくは
変わらない傾向にある。特に県北地域と県南地域、浜通りに「増えた」との回答が多
い。

昨年度比

5年前比
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　ハクビシンの農林業被害は、全域で「増えた」および「変わらない」との回答が見ら
れる。また、中通りでは他の地域よりも「減った」との回答が多く見られた。

ハクビシンの農林業被害の増減

昨年度比

5年前比
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　ハクビシンの生活被害は、全域で「増えた」および「変わらない」との回答が見られ
る。また、中通りおよびいわき市では他の地域よりも「減った」との回答が多く見られ
た。
　昨年度と5年前を比べると、全域で「変わらない」との回答が増加している。

ハクビシンの生活被害の増減

5年前比

昨年度比
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　ハクビシンによる主な被害は、被害があると回答した1,135件のうち、
「家屋等への侵入」が551件と最も多く、次いで「住宅集合地域での出没」が463件で
あった。

ハクビシンの生活被害の内容
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